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	日本最古の鉱山遺跡
「若杉山辰砂採掘遺跡」
　　渓谷美、廃村、探鳥
　　かたつむり、遍路道

	阿南市水井町



【吟行案内】
日本最古の鉱山遺跡は、飛鳥時代白鳳年間に奈良の大仏の建造用に銅を採掘した長登遺跡（山口県美祢市）とされてきたが、阿南市西部の山奥にある、若杉山辰砂採掘遺跡は、更に三五〇年時代をさかのぼる三世紀、卑弥呼の活躍した弥生時代後期から古墳時代にかけての鉱山遺跡であることが明らかになった。
　中国の史書『魏志倭人伝』に「其山丹有」と記されている丹＝辰砂を採掘していた場所で、一部の郷土史家は「邪馬台国は阿波だった」説の根拠にも挙げている。
阿南市と徳島県の史跡指定の遺跡だったが、歴史的価値が高いことから、二〇一九（令和元）年に国史跡指定に格上げされた。また、若杉山辰砂採掘遺跡から出土した石臼二十八点、石杵九十六点は、二〇二三（令和五）年に国指定重要文化財になった。
遺跡の場所は二十番札所鶴林寺から二十一番札所太龍寺に向かう遍路道沿いで、「一に焼山、二にお鶴、三に龍山」と称される『遍路ころがし』の難所でもある。一級河川那賀川にかかる水井橋を起点に、若杉谷川の渓谷沿いの林道を、徒歩で約三十分辿ると到着する。道中にはみかん畑跡がみられ、谷底まで五十メートルの絶壁の箇所もある。愛好家にはオオルリやヤマガラセキレイなどの、野鳥観察の好適地としても知られる。
遺跡前には「四国の道」のアズマヤとベンチがあり、国史跡の説明看板が立つ。遺跡のエリアは対岸の段々畑全体とその上の山中で、一九五四（昭和二九）年に地元の高校教師が発見した場所で、徳島県や阿南市が度々の発掘調査をし、辰砂を採掘した場所を特定した。阿南市が史跡公園として公園化工事を始めていて、二〇二六（令和八）年四月には遊歩道橋が完成した。一帯の史跡公園化工事は令和十年度完成予定である。
この付近は、希少かたつむりの宝庫で、固有種のアナンムシオイガイ、毛の生えたヒラオオケマイマイ、円錐形で美しく透明なケショウマイマイ、日本最大のかたつむりアワマイマイなど、特徴のあるかたつむりが、三十分程で十種類ぐらいは見つかる特異生息地でもある。
この遺跡から谷奥は盆地状になっていて、かつては民家六戸、神社、お庵のあった若杉集落跡になり、太龍寺まではここから六十分の山歩きで到着する。
古代遺跡、古い遍路道、渓谷美、探鳥、希少かたつむり生息地、山深い廃村の景色など、句材たっぷりのスポットだ。
ただし、山道の登り歩きになるので健脚向き。
（ＪＲ阿南駅から登り口までは、車で約四十分）
記：横井知昭
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【吟行案内】
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	阿波公方足利氏ゆかりの地
　公方塚、西光寺
阿波公方民族資料館

	阿南市那賀川町



　阿波公方とは、室町時代の末期の戦国時代から江戸時代末期にかけて、阿南市那賀川町中島の地で暮らした足利家一族のことである。　
　応仁の乱を契機に戦乱の世に入り、足利義冬（十一代将軍義澄の子で、十代義稙の養子）は、阿波国守護の細川一族に迎えられ、京都から阿波国平島荘（阿南市那賀川町）に移り住んだ。義冬は上洛の機をうかがっていたが果たせず、その子義栄が意思を継ぎ、永禄十一年に十四代将軍の座に就いたが、織田信長に追われ、ふるさとに近い鳴門の地で病死し、将軍在任期間はわずか七か月だった。
　江戸時代に入り、足利家は蜂須賀藩から冷遇を受けながらも、子孫は江戸時代末期までの二七〇年間、那賀川の河口のこの地で暮らし、文化や教養分野で地元に大きく影響を残し、「平島公方さん」と呼ばれ、地域で親しまれてきた。なかでも、八代公方の義宣は京都の名僧：島津崋山を招き、子弟を教育する。九代公方の義根は、少年時代から漢学の素養を身に着けた詩人に成長、「棲龍閣詩集」五巻三冊を刊行した。
　那賀川町赤池の西光寺は阿波公方足利家の菩提寺で、足利義稙、足利義栄の室町時代二代の公方ほか、足利家子孫とその縁者二十一基の墓が現存し、阿南市文化財に指定されている。昭和十七年に火災が発生し、寺のほとんどが焼失したが、仁王門だけが現存する。旧国宝（現在の重要文化時相当）の木造阿弥陀如来像があったが、これもこの火災により焼失した。　
那賀川町古津には阿波公方の居館の平島城館があったが、屋敷跡地に「阿波公方・民俗資料館」が建ち、ゆかりの品々や屋敷の大甕などの展示がされているので必見である。休館日は月・火・水・木
開館日は金・土・日・祝で、九時～十六時三十分
入場無料
資料館の東に隣接する公方塚にはゆかりの墓石があり、詩情がかきたてられる。
〈関連施設〉
道の駅「公方の郷なかがわ」にガイダンス展示
平島公方館は小松島市の地蔵寺に移築。
阿南市長生町の吉祥寺に山門移設。
那賀川町の古津八幡神社・・義冬（義稙）奉納の灯籠
西光寺へは、ＪＲ中島駅から徒歩五分
車だと阿南駅前から十五分、徳島駅からは約五〇分
阿波公方民俗資料館は西原駅から徒歩一〇分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　記：横井知昭
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【吟行案内】
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	徳島県立出島野鳥園

阿南市科学センター

	阿南市那賀川町



阿南市那賀川町のゴルフ場「コートベール阿南」の北隣にあり、阿南市が制定する生物多様性ホットスポット六か所のうちの一つに挙げられる。自然豊かな湿地帯を有する九ヘクタールの自然公園で平成七（一九九五）年に徳島県立の施設として開園した。整備された湿地環境の園内には多様な野鳥の生息を確認することが出来て、四季折々、貴重な鳥たちの生息状況を観察できる検証スポットで、野鳥観察や自然環境教育の拠点施設になっている。年間を通じて多くの野鳥を見ることができる四国有数の観察好適地とされる。　
　豊かな自然環境が広がる公園内には、池、砂地、湿地、草地、低木林といった様々な生息環境が整備されており、湿地を中心に、学習舎や観察小屋が配備されていて、子どもから大人まで幅広く楽しめる。芝生広場や野外ステージもあり、家族連れやグループのレクレーションにも適している。年間を通じて、多くの野鳥、渡り鳥がその環境に適応し、共存している状況が間近で観察できるのはうれしい。特に冬場にはチュウヒやハイイロチュウヒなど珍しい鳥種が越冬のために訪れ、多くの野鳥ファンに人気である。園内では、徳島県内で最も多く、約一七〇種の野鳥が記録されていて、バードウォッチング愛好家にとって絶好のスポットであり、野鳥園近くの人では、毎朝の散歩がてら訪れるファンも多くいると聞く。
　毎月、第二日曜日の午前九時から十一時は、探鳥会が開かれ、日本野鳥の会徳島県支部のメンバーが解説してくれるので、利用すれば更に理解が深まるだろう。
　出島野鳥園近くの那賀川河口付近ではカモメやカワウやカイツブリ、シギ類が見られ、和田島海岸ではカモメ類が多い。那賀川平野の田園地帯ではゴイサギ、ヨシゴイ、ハクセキレイなども見られる。
　近くに阿南市立科学センターがある。西日本最大級の反射望遠鏡を設置していて、天文館では宇宙のロマンを体感できる。年間を通じて各種企画展やイベント開催も多く、科学を通じて子供たちの視野を広げる機会を提供している。センターの行事予定をぜひ
チェックしておきたい。　　　　　　　　　　
　　徳島駅前から車で約五〇分、入場無料
徳島県立野鳥園　　　　　☏〇八八四❘四二❘三四四一　
阿南市科学センター　☏〇八八四❘四二❘一六〇〇
　　　　　　　　　　　　　　　入場無料

　　　　　　　　　　　　　　記・横井知昭
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